
地
域
の
皆
さ
ん
に
聞
く

地
域
の
自
然
と
歴
史
と
魅
力

　　
朝
日
町
か
ら
大
江
町
に
向
か
う
途
中
の

気
に
な
る
存
在
、「
用
の
は
げ
」。
川
面
か

ら
の
高
さ
は
約
百
七
十
㍍
。
山
頂
に
は
厳

島
神
社
が
あ
る
と
い
う
。
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
宝
ハ
ガ
キ
に
も
何
通
か
投
稿
を
頂

い
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
は
朝
日
町
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
案
内
人
の
見
学
会
と
し
て

用
山
に
注
目
。
大
江
町
に
も
ご
協
力
頂
き
、

資
料
や
コ
ー
ス
な
ど
何
度
も
打
合
せ
を
重

ね
ま
し
た
。

　
迎
え
た
当
日
、玉
ノ
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
開
講
式
を
行
い
、
い
ざ
出
発
。

朝
日
町
真
中
区
の
稲
荷
神
社
と
用
山
に
あ

る
稲
荷
神
社
に
黄
金
の
橋
が
架
か
っ
た
と

言
う
話
を
聞
き
、
参
道
の
入
り
口
に
は
用

地
区
の
方
々
が
手
作
り
し
た
と
い
う
橋
が

あ
り
、
途
中
に
は
鳥
居
や
石
佛
も
。
結
構

な
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
到
着
し
た
頂
上
で
厳
島

神
社
に
参
拝
し
、
講
師
の
斎
藤
高
治
さ
ん

か
ら
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。
神
社
裏
か
ら

の
風
景
は
霧
雨
の
中
、
悠
々
と
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
下
山
後
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
遺

跡
、
上
川
原
山
ノ
神
縄
文
遺
跡
の
案
内
を

受
け
、
芋
煮
で
懇
親
会
。
町
の
歴
史
・
自

然
を
感
じ
ら
れ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
案
内
人
の
会
事
務
局
）

感
動
を
交
流
で
き
た

東
北
芸
術
工
科
大
学
歴
史
遺
産
学
科
四
年
布
施
さ
く
ら

　
竜
神
が
喜
ぶ
と
雨
が
降
る
ー
当
日
は
そ

ん
な
伝
承
を
思
わ
せ
る
穏
や
か
な
雨
の
中
、

自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
会
話
を

し
な
が
ら
登
山
し
、
山
頂
か
ら
の
絶
景
を

楽
し
み
ま
し
た
。
特
に
堀
敬
太
郎
さ
ん
に

伺
っ
た
用
の
は
げ
の
地
形
の
変
化
と
神
社

周
辺
の
交
通
史
は
興
味
深
く
、
斎
藤
高
治

さ
ん
の
舟
や
い
か
だ
の
講
義
は
当
時
の
様

子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。
二
種
類

の
味
の
芋
煮
を
食
べ
な
が
ら
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
も
色
々
な
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
歩
い
て
現
地
を
見
て
、
皆
さ
ん
と

感
動
を
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
だ
知

識
を
吸
収
す
る
だ
け
で
な
く
、
と
に
か
く

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た1

日
で
し
た
。

（N
PO

法
人
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会
博
物
館
実
習
生
））

“ 用のはげ と 周辺めぐり ” 2008.9.21
   　  朝日町エコミュージアム案内人の会見学会

案内人と講師の方々

01_ 玉ノ井コミュニティーセンターにて開
講式。参加頂いた方は県内外から約 40 人

02_ 東日山昌城院。心鏡上人が雲水修行中に
黄金の橋に遭遇、留まるべき地として開山

03_ 昌城院隣の稲荷神社と用山頂上の稲荷神
社が黄金の橋を架け仲良く遊んでいたという

04_ 参道入口。仮設の小さな橋は、まるで
下界と用山とをつなぐ秘密の入り口のよう

05_ 歩くこと約 10 分、参道の 1/3 辺り。赤
い鳥居は稲荷神社であるしるし

06_ 頂上の厳島神社。斎藤氏作の膨大な資
料とともに、周辺にまつわる話を聞く

07_ はげ山からの眺望。奥には秋葉山、眼
下には最上川と稲刈り前の田んぼが広がる

08_ 厳島神社内。かつて竜穴があり竜神信
仰があったことをうかがわせる迫力の絵馬が

09_ ダイカイギュウ発掘跡を用橋から眺め
る。はるか昔、この周辺は海だったのだ

10_ 上川原山ノ神縄文遺跡。県内唯一の柱
根が見つかった。平成 10 年（1998）発掘

11_ 斎藤氏作のいかだの資料。氏は昔、実
際に運搬用のいかだを作っていたという

12_ 町内産具材のあったか芋煮は秋の味覚。
地元の堀いくさんに調理指導いただきました

講師／斎藤高治氏（大江町用区）
今回のメイン講師。用の生字引と
称される。見事な健脚と講演で研
修会を盛り上げていただきました

真中区長／武田信一氏
自身の体験談を交えた地元に残る
話を語っていただきました。コ
ミュニティーセンターの提供も

舟渡副区長／五十嵐義一氏
上川原・山ノ神遺跡を、自身所蔵
の遺跡と共にお話いただきました

大江町用区長／渡辺金一氏
用山登山の際の道案内とダイカイ
ギュウの説明をいただきました

道先案内人／堀茂氏
朝日町エコミュージアム案内人
として今回の見学地周辺も担当

歴史案内人／堀敬太郎氏
朝日町エコミュージアム案内人の会長
朝日町側の真中と舟渡の歴史を説明

見学会の様子
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